
木津川市生涯学習推進計画　～きずなプラン～

木津川市教育委員会

令和５年度

社会教育の重点

木津川市教育委員会では、市民一人ひとりが生きがいのある充実した人生を送ること

ができるよう、生涯学習社会実現のための基本的な考え方や方向性を示し、今後10年間

の生涯学習推進の指針とするために本計画を策定しました。

木津川市の特性を最大限に活用し、木津川市ならではの生涯学習関連事業の展開によ

り、生涯学習推進都市を目指します。

【計画期間】 平成26年度～令和５年度

基 本 理 念

基 本 目 標

人をはぐくむ

こころを結ぶ まちを創る

重 点 課 題

１．生涯学習を支える基盤整備

学習情報の提供、学習機会の充実、学習内容の充実、相談体制の充実、生涯学習施設の整備、

人権問題についての正しい理解と認識を深めるための学習機会の充実

学校・地域・家庭との連携、関係機関との連携、地域交流活動の支援、リーダーの養成

講師・ボランティア情報の充実、地域コミュニティ活動の推進、学習成果を生かせる機会の創出、
市民活動への支援

生涯学習社会の実現

２．市民との連携・協働

３．生涯学習推進都市を目指して



　

①学習情報の総合的な収集・整理を行い、市民に情報を提供する

②気軽に生涯学習に取り組むことができるよう機会の充実を図る

③地域的課題や現代的課題に対応した学習内容の設定を行う

④気軽に相談を行うことができるよう相談体制の充実を図る

⑤生涯学習施設をより利用しやすい施設とするための整備を行う

重点課題１

生涯学習を支える
基盤整備を行う

①学校・地域・家庭の連携・協働を促進し、地域による学校支援
充実を図る

②ＮＰＯや企業、高等教育機関との連携を図る

③地域交流活動を支援し、人と人とのネットワークづくりを推進
する

④リーダーとなる人材の発掘と育成を図る

①講師・ボランティア情報の収集と整理を行い、市民に的確な情
報を提供する

②自主グループ活動への支援を行い、地域コミュニティ活動を推
進する

③学んだ成果を発表できる場の提供や成果を活かせる機会を積極
的に創出する

④市民の様々な活動を支援し、まちづくりへの発展を促進する

社会教育の重点

～生涯学習推進計画を着実に進めるために～

木津川市教育委員会では、平成26年３月に「木津川市生涯学習推進

計画～きずなプラン～」を策定しました。この計画の基本理念である

「人をはぐくみ こころを結び まちを創る」の実現を目指し、年度ご

との目標や具体的施策などを社会教育関係者等に示すことを

目的として、令和５年度「社会教育の重点」を定める

ものです。

生涯学習関連情報の提供

夜間・休日開催講座の充実、人権に関する学習機会の充実、男女

共同参画社会実現に向けた、学習機会の充実、子どもの体験活動

の推進、親子でふれあえる機会の拡大、ニュースポーツの普及

地域課題解決のための支援、市民の防災意識を高めるための学習
機会の充実、郷土への愛着を深めるための取り組み、放課後の子
どもたちの安全な居場所づくり

気軽に相談ができる窓口の設置、市内で活動する団体・サークル
の活動状況の把握、団体・サークルが求める情報の提供

利用者の声を施設運営に反映させる、各施設の機能の充実を図る

重点課題２

市民との連携・協
働を図る

放課後子ども総合プラン推進事業の充実、地域学校協働本部事業の
充実、社会総がかりで子どもを守り・育てる体制づくりを行う

ＮＰＯや民間教育事業者等との連携を行う、京都府や関係機関と連
携した学習支援の充実を図る、学研都市研究所等との連携を図る

世代を超えた交流を図る事業への支援を行う、多くの人が参加でき
る催しの開催、国際理解を深めるための取り組みの推進

幅広い年齢層におけるリーダーの育成を行う、特技や能力を持った

人材の掘り起しと活動の場の提供に努める

重点課題３

生涯学習推進都市
を目指す

指導者・ボランティア情報の一元化を図る、登録者に講師を依頼す

るなど積極的な活用を図る

市民主体の地域づくりにつながる事業を推進する、地域的課題解決
の支援を行う、地域子ども会の育成・支援を行う

学びの成果を発表する機会の充実を図る、発表の場が交流の場となる
よう内容の充実を図る

ボランティア活動に関するコーディネート機能の充実を図る、社会教
育施設間のネットワーク化を図る


